
10月5日（日）村民親善大運動会より 

わしま 
広  報 

１１月 の主な行事 
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　10月５日（日）の村民親善大運動
会はみなさんいかがだったでしょ
うか。前日からの雨でグランドは
水浸し。グラウンド整備のため編
集者も砂運びを行いましたが、「始
まる前からこんなに疲れていいの
かな？」というほどヘトヘトになっ
てしまいました。しかし、いざ運
動会が始まってみるとみなさんの
素晴らしい表情に圧倒され、いい
写真を多くの撮ることが出来まし
た。途中からまぶしいほどの日差
しが照りつけ、まさにスポーツの
秋にふさわしい、晴れ晴れとした
運動会になったのではないでしょ
うか。�さて秋には、読書の秋、
食欲の秋など色々な秋があります
が、和島の芸術の秋の飾る「生涯
学習フェスティバル」は来月お伝
えします。お楽しみに。 
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○シルバー年知らず教室 
○心配ごと相談 

○配食サービス 

○療育プレイ教室 

○北辰中学校創立５０周年記念式典 
○ちびっこ体育教室 

○シルバー年知らず教室 

○第４３回衆議院議員総選挙投票日 

○ひよこくらぶ　○就学時健康診断 
○心配ごと相談 

○越後オペラ「みるなの座敷」公演 
　（長岡市立劇場）　○配食サービス 

○ふれあい合唱祭・音楽コンサート 
　（北辰中） 

○文化祭（島田小） 
○村民ソフトボール大会（村体育館） 

○村体育館一般開放日 
文化の日 

○村体育館一般開放日 

 

○シルバー年知らず教室 
○心配ごと相談 

○献血 

○学習発表会（桐島小） 
○村民バスケットボール大会 

○配食サービス 

○ちびっこ体育教室 

 
勤労感謝の日 

○ひよこくらぶ　○心配ごと相談 
○シルバー年知らず教室 

○配食サービス 

○さわやか健康教室 
○シルバークッキング教室 

 
振替休日 

○もちつき大会・移杖式 
　（島田小） 

○少年教室 

　今月のもう一枚は男性いきいき
ふれあい介護講座で、高齢者疑似
体験器具を着けている写真です。 
私も着けたことがありますが、肘、
膝が曲がらないので非常に歩きづ
らいです。また耳にヘッドフォン
をつけているため大きな声で呼ば
ないと気づいてくれません。 
　最初は普通に「こっち向いてく
ださい」と言ってみたのですが、
振り向いてもらえず、２回目に大
きな声を出してやっとカメラの方
に向いてもらうことができました。 
今月は、声を張って撮影した１枚
です。 

○越後オペラ「みるなの座敷」公演 
　（長岡市立劇場） 

和島村の人口と世帯数 
人　口　5 , 1 0 8人（－６人） 
　●男　2 , 4 6 3人（－５人） 
　●女　2 , 6 4 5人（－１人） 
世帯数　1 , 3 1 2戸（－２戸） 

※９月末現在・（　）内は前月比 
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ブービー賞 ブービー賞 ブービー賞 

チーム対抗リレー チーム対抗リレー チーム対抗リレー 

3 2

総 合 成 績  総 合 成 績  

第 2 位 4チーム（高畑・日野浦・中沢） 

第 3 位 7チーム（上桐） 

第 4 位 3チーム（駅前） 

第 5 位 5チーム（梅田・東保内・村田） 

第 6 位 6チーム（城之丘・両高） 

第 7 位 10チーム（中央・法善町・寺町・小谷） 

第 8位  1チーム 

 （上小島谷・中小島谷・若野浦・阿弥陀瀬） 

第 9 位 2チーム（下小島谷・下富岡） 

第10位 8チーム 

 （三瀬ヶ谷・北野・根小屋・荒巻） 

第11位 11チーム（下町上・下町下） 

総合優勝 9チーム（新田・川端・道城下） 

8チーム（三瀬ヶ谷・北野・根小屋・荒巻） 
 

第 1 位 1チーム　 

 （上小島谷・中小島谷・若野浦・阿弥陀瀬） 

第 2 位 3チーム　（駅前） 

第 3 位 6チーム　（城之丘・両高） 

第 4 位 7チーム　（上桐） 

第 5 位 9チーム　（新田・川端・道城下） 

第 6 位 10チーム　 

 （中央・法善町・寺町・小谷） 

 

▲ チーム対抗リレー決勝 ▲ ゲートボールリレー 

▲ 絶対一歩も進まないぞ（綱引き） 

▲ 誰が一番速いかな（風船割り・パン食い競争） 

▲ 応援にも力が入ります 

▲ よーし一気に抜いてやる（アベックびんつり） 

▲ 優勝した9チーム ▲ ナイスキャッチリレー ▲ よ～いスタート！（かけっこ） ▲ タル転がしリレー ▲ 朝は水浸しでした 

▲ 力をあわせて最後まで（台風の目リレー） 

▲ お助けマンの2人も会場を盛り上げてくれました。 

▲ 今年も盛り上がった　心を合わせて借り物レース 

　10月5日（日）、村民運動広場を会場に村民親
善大運動会が開催されました。当初、前日の雨の
影響で村民運動広場が水浸しの状況でしたが、各
役員の奮闘により１時間遅れで開催することがで
きました。運動会が始まってからは快晴となり、
各チーム一丸となって熱戦が展開されました。 
　開会式の後、幼稚園・保育所の子供たちによる
おゆうぎ、かけっこで幕を開けた大運動会。午前
の部は台風の目リレーやタル転がしリレー、昨年
から行なわれている「心を合わせて借り物レース」
など11種目の競技が行われました。 
　午後の部に入ると綱引きやチーム対抗リレーの
決勝、大玉おくりなど、勝負の行方を左右する団
体競技が行われ、各チーム競技に一段と熱がこもっ
ていました。 
　村民が一堂に会して開催された大運動会。この
日は子供から大人まで笑いと歓声がこだまする爽
やかな秋の一日となりました。 
　また、当日運営にご協力いただきました区長さ
んはじめ、社会教育推進員の方々、地域の方々、
大変ありがとうございました。 
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　一般会計の歳出に係る主要事業 

特別会計決算状況 

村債残高（一般会計） 

会　計　名 歳 入 額 歳 出 額 差 引 額 

2,067万円 国民健康保険 
特 別 会 計  

1,164万7千円 老 人 保 健  
特 別 会 計  

257万2千円 農業集落排水事業 
特 別 会 計  

371万7千円 公共下水道事業 
特 別 会 計  

717万2千円 介 護 保 険  
特 別 会 計  

42万4千円 

3億413万 
1千円 

5億2,298万 
1千円 

1億7,273万 
4千円 

5億5,270万 
9千円 

3億5,646万円 

2,256万5千円 

3億2,480万 
1千円 

5億3,463万 
1千円 

1億7,530万 
6千円 

5億5,642万 
6千円 

3億6,363万 
2千円 

2,298万9千円 三島郡介護認定 
審査会特別会計 

・財政力指数 

・経常収支比率 

・起債制限比率 

・公債費負担比率 

・標準財政規模 

 

・税の徴収率 

・積立金残高 

０.221 

84.2％ 

10.2％ 

12.0％ 

18億3,401万 
2千円 

99.8％ 

9億6,990万円 

村民一人 
当たりの 
村税負担額 

村民一人 
当たりに 
使われた額 

平
成
14
年
度
一
般
会
計 

特
別
会
計
決
算
報
告 

平
成
14
年
度
一
般
会
計 

特
別
会
計
決
算
報
告 

用
語
解
説 

用
語
解
説 

土木費 
4億1,982万7千円 

15.5％ 

総務費 
4億9,049万円 
18.1％ 

農林水産業費 
4億5,844万1千円 

16.9％ 

教育費 
2億6,330万2千円 

9.7％ 

公債費 
3億4,300万5千円 

12.6％ 

民生費 
2億8,944万9千円 

10.7％ 

その他 
2億6,629万 
9.8％ 

衛生費 
1億8,337万9千円 

6.7％ 

　内　訳 
議会費 
労働費 
商工費 
消防費 
災害復旧費 

 
6,875万8千円 
358万6千円 
7,510万4千円 
1億487万3千円 
1,396万9千円 

地方交付税 
　14億4,801万 
　　7千円 
51.6％ 

国県支出金 
2億7,765万円 
9.9％ 

交付金・譲与税 
1億1,166万4千円 

4.0％ 

村債 
3億3,900万円 
12.1％ 

村税 
3億8,770万円1千円 

13.8％ 

分担金及び負担金・ 
使用料及び手数料 
5,945万6千円 
　　　   2.1％ 

諸収入 
5,569万5千円 
2.0％ 

その他 
1億2,516万円 
4.5％ 

歳出総額 
27億1,418万3千円 

77.6％ 

自 

依 

存 

財 

源 
 

主 
財 

源 
22.4％ 歳入 
28億434万3千円 

財 政 投 資 資 金  

簡 保 資 金  

市 中 銀 行  

計 

公営企業公庫、 
その他 

21億8,156万3千円 

3億6,725万7千円 

26億9,721万7千円 

8,721万9千円 

6,117万8千円 

土 木 費  
 
 
総 務 費  
 
 
農林水産業費 
 
 
教 育 費  
 
 
公 債 費  
 
民 生 費  
 
 
衛 生 費  
 
商 工 費  
 
 
消 防 費  

村道整備事業、除排雪関係費 
公共下水道事業特別会計繰出金、 
 
参議院補欠、県議会議員選挙費、基金積立、交通対策関係費 
道の駅実施設計・用地取得費、合併任協負担金、統計調査関係費 
 
ＪＡ大豆乾燥調整施設整備補助金、生産調整関係費、 
県営ほ場整備事業、農業集落排水事業特別会計繰出金 
 
生涯学習事業、こなかクラブ事業、 
中学校手すり設置工事、埋蔵文化財発掘調査事業 
 
長期借入金の元利償還金 
 
老人福祉対策事業、社会活動促進対策事業 
児童クラブ事業 
 
保健衛生活動事業、合併処理浄化槽設置整備補助金 
 
商工業振興、観光関連事業、 
良寛の里・オートキャンプ場管理運営事業 
 
消防団費、防災関連経費 

　
皆
さ
ん
が
納
め
た
税
金
は
、
こ
の
一
年
間
で
ど

の
よ
う
に
使
わ
れ
た
の
で
し
ょ
う
。
一
般
会
計
を

中
心
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

費 用 名 主　要　事　業 

       

　
平
成

 14
年
度
一
般
会
計
及
び
特
別
会

計
の
決
算
が
去
る
９
月
定
例
議
会
に
お

い
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。 

 

一
般
会
計 

　
一
般
会
計
歳
入
総
額
は

 28
億
４
３
４

万
３
千
円
、
前
年
対
比
８
・
７
％
増
、

歳
出
総
額
は

 27
億
１
、
４
１
８
万
３
千

円
、
同
８
・
８
％
増
と
な
り
ま
し
た
。 

こ
の
要
因
と
し
ま
し
て
は
、
総
務
費
で

道
の
駅
整
備
事
業
着
手
さ
れ
た
こ
と
と

農
林
水
産
業
費
で
Ｊ
Ａ
大
豆
乾
燥
調
整

施
設
整
備
の
補
助
金
が
増
加
し
た
た
め

で
す
。 

　
実
質
収
支
額
に
つ
き
ま
し
て
は
、

８
、７
３
９
万
４
千
円
で
黒
字
決
算
と

な
り
、
各
指
数
に
つ
い
て
は
上
記
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　 

 

特
別
会
計 

　
国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健
、
農
業

集
落
排
水
事
業
、
公
共
下
水
道
事
業
、

介
護
保
険
、
三
島
郡
介
護
認
定
審
査
会

の
各
特
別
会
計
に
お
い
て
も
、
一
般
会

計
と
同
様
に
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。 

    
○
財
政
力
指
数 

　
地
方
公
共
団
体
の
財
政
力
を
示
す
指

数
と
し
て
用
い
ら
れ
る
も
の
で
、
数
字

が
１
に
近
い
ほ
ど
財
政
的
に
豊
か
で
あ

る
と
い
え
ま
す
。 

 

○
経
常
収
支
比
率 

　
経
常
的
収
入
に
対
し
て
、
人
件
費
や

公
債
費
と
い
っ
た
毎
年
必
ず
出
て
い
く

お
金
の
割
合
が
ど
の
く
ら
い
に
な
っ
て

い
る
か
を
示
す
値
で
す
。
こ
の
値
が
大

き
く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
自
由
に
使
え
る

（
道
路
や
建
物
を
つ
く
る
な
ど
）
お
金

が
少
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

 

○
起
債
制
限
比
率 

　
「
起
債
制
限
比
率
」
と
は
、
公
共
団

体
に
お
け
る
公
債
費
に
よ
る
財
政
負
担

の
度
合
い
を
判
断
す
る
指
標
の
一
つ
で

す
。
こ
の
指
標
は
、
地
方
債
の
許
可
の

制
限
に
用
い
ら
れ
て
お
り
、

 20
％
以
上

の
団
体
に
対
し
て
は
、
一
般
単
独
事
業

な
ど
の
た
め
の
地
方
債
の
発
行
が
国
に

よ
り
制
限
さ
れ
ま
す
。 

 

○
公
債
費
負
担
比
率 

　
公
債
費
に
充
て
ら
れ
た
一
般
財
源
の

一
般
財
源
総
額
に
対
す
る
割
合
を
「
公

債
費
負
担
比
率
」
と
い
い
ま
す
。
こ
の

率
が
高
い
ほ
ど
財
政
運
営
の
硬
直
性
が

高
く
な
る
、
つ
ま
り
使
え
る
お
金
が
少

な
く
な
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 
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トピックス 

今
年
も
ハ
ッ
ス
ル
　
村
老
連
ス
ポ
ー
ツ
大
会 
親
子
で
ハ
ッ
ス
ル
運
動
会 

道
路
は
こ
う
し
て
作
ら
れ
ま
す 

秋
の
和
島
路
を
快
走 

な
つ
か
し
の
故
郷
に
想
い
を
馳
せ
て 

み
ん
な 

に
こ
に
こ 

出
前
サ
ー
ビ
ス 

体
験
を
し
て
わ
か
る
こ
と 

日
々
の
訓
練
が
大
切
で
す 

   

　
９
月

 27
日

 （土）
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
を

会
場
に
幼
稚
園
、
保
育
所
合
同
に
よ
る

運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
た
ち
は
か
け
っ
こ
や
玉
入
れ

な
ど
、
様
々
な
種
目
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
。

普
段
に
も
増
し
て
元
気
に
会
場
を
駆
け

回
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
少
々
運
動
不
足
気
味
の
父
母
ら
も
こ

の
日
ば
か
り
は
大
ハ
ッ
ス
ル
。
子
ど
も

た
ち
と
参
加
し
た
親
子
競
技
で
は
大
奮

闘
で
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
ま

し
た
。 

　
ま
た
、
大
勢
の
父
母
や
祖
父
ら
が
応

援
に
駆
け
つ
け
、
子
や
孫
の
大
奮
闘
に

大
き
な
声
援
と
拍
手
を
贈
っ
て
い
ま
し
た
。 

  

   

　
 10
月

 19
日

 （日）
東
京
・
上
野
の
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
で
第

 23
回
目
と
な
る「
首
都
圏
ふ

る
さ
と
わ
し
ま
会
」の
総
会
が
会
員

 74
名

の
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
総
会
で
は
監
査
報
告
が
行
わ
れ
た
ほ

か
、
和
島
村
か
ら
出
席
し
た
一
行
を
代

表
し
て
笠
原
村
長
が
最
近
の
和
島
村
の

様
子
な
ど
を
交
え
て
挨
拶
を
さ
れ
ま
し

た
。 

　
ま
た
総
会
後
に
行
わ
れ
た
懇
親
会
で

は
久
し
ぶ
り
の
再
会
に
、
時
間
の
経
つ

の
も
忘
れ
て
思
い
出
話
や
近
況
報
告
な

ど
、
尽
き
る
こ
と
の
な
い
故
郷
の
話
題

で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

    

　
”い

ざ
！

“と
い
う
時
の
有
事
に
備
え

て
毎
年
実
施
し
て
い
る
和
島
村
消
防
団

に
よ
る
火
災
想
定
訓
練
が
、

 10
月

 12
日

 （日）
の
早
朝
、
阿
弥
陀
瀬
地
区
を
出
火
現

場
に
想
定
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。 

　
早
朝
７
時
、
火
災
発
生
の
緊
急
放
送

が
鳴
り
響
く
と
、
物
々
し
い
サ
イ
レ
ン

の
音
と
と
も
に
駆
け
つ
け
た
消
防
団
員

ら
は
、
き
び
き
び
と
し
た
動
き
で
訓
練

に
臨
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
一
瞬
に
し
て
全
て
を
奪
う
火
災
は
、

小
さ
な
油
断
が
大
敵
で
す
。
一
人
ひ
と

り
が
防
火
意
識
を
高
め
、
火
の
取
扱
に

は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

   

　
 10
月
２
日

 （木）
、
下
町
上
集
会
場
に
お

い
て
、
に
こ
に
こ
ル
ー
ム
の
出
前
サ
ー

ビ
ス
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

　
「
に
こ
に
こ
ル
ー
ム
」
か
ら
運
ん
だ

沢
山
の
遊
具
に
子
供
た
ち
は
、
お
お
は

し
ゃ
ぎ
。
普
段
「
に
こ
に
こ
ル
ー
ム
」

に
来
る
こ
と
が
出
来
な
い
子
供
た
ち
も

一
緒
に
楽
し
く
遊
び
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は

 16
組
も
の
親
子
が
参
加
し
、

大
賑
わ
い
の
出
前
サ
ー
ビ
ス
と
な
り
ま

し
た
。 

　
こ
の
「
に
こ
に
こ
ル
ー
ム
」
の
出
前

サ
ー
ビ
ス
は
村
内
各
地
域
の
集
落
セ
ン

タ
ー
で
行
な
い
ま
す
。
当
該
地
区
の
以

外
の
方
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。 

 

                     

　
 10
月
７
日

 （火）
第
２
回
目
の
男
性
い
き

い
き
ふ
れ
あ
い
介
護
講
座
が
開
か
れ
ま

し
た
。
講
師
に
長
岡
介
護
福
祉
専
門
学

校
の
難
波
先
生
を
迎
え
て
行
な
わ
れ
、

 11
人
が
出
席
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
高
齢
者
擬
似
体
験
と
い

う
こ
と
で
、
専
門
の
器
具
を
使
っ
て
、

高
齢
者
の
体
験
を
行
な
い
ま
し
た
。
体

験
を
し
た
参
加
者
は
、
「
介
護
す
る
に

は
、
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
気
を
つ
か
わ

な
い
と
い
け
な
ら
な
い
ん
だ
な
と
気
づ

き
ま
し
た
。
」
と
感
想
を
述
べ
る
な
ど
、

参
加
者
に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
と
な
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

   

　
最
後
ま
で
頑
張
り
ぬ
く
力
を
育
て
よ

う
と
毎
年
実
施
さ
れ
て
い
る
島
田
小
学

校
の
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
、
９
月

 24
日

 （水）

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
準
備
体
操
を
終
え
る
と
い
よ
い
よ
ス

タ
ー
ト
。
学
年
ご
と
に
決
め
ら
れ
た
コ
ー

ス
を
、
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
ペ
ー
ス

で
走
り
ぬ
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
曇
り
の
天
候
と
な
り
、
マ

ラ
ソ
ン
を
す
る
に
は
絶
好
の
気
温
と
な

り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
応
援
に
駆

け
つ
け
た
父
母
や
祖
父
母
ら
の
声
援
を

受
け
、
秋
の
和
島
路
を
快
走
し
て
い
ま

し
た
。 

   

　
今
年
で

 25
回
目
と
な
る
村
老
連
ス
ポ
ー

ツ
大
会
が
９
月

 30
日

 （火）
、
農
村
勤
労
福

祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。 

　
開
会
式
の
後
、
準
備
体
操
で
体
を
ほ

ぐ
す
と
い
よ
い
よ
競
技
開
始
。
ス
プ
ー

ン
リ
レ
ー
や
玉
入
れ
な
ど
お
な
じ
み
の

競
技
の
ほ
か
、
保
育
所
の
子
ど
も
た
ち

と
コ
ン
ビ
を
組
ん
で
の
ゲ
ー
ム
な
ど
、

午
前
、午
後
あ
わ
せ
て

 13
の
競
技
や
ゲ
ー
ム

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
選
手
の
み

な
さ
ん
は
大
き
な
声
援
に
支
え
ら
れ
、

年
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
健
脚
ぶ
り
で
会

場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。 

    

　
す
ば
ら
し
い
秋
晴
れ
と
な
っ
た

 10
月

７
日

 （火）
島
田
小
学
校
５
・
６
年
生
が
遠

足
で
和
島
バ
イ
パ
ス
の
道
路
工
事
現
場

の
見
学
を
行
な
い
ま
し
た
。 

　
こ
の
日
は
実
際
に
国
土
交
通
省
の
監

督
官
か
ら
説
明
を
受
け
な
が
ら
工
事
中

の
道
路
を
歩
き
ま
し
た
。
途
中
、
舗
装

機
械
に
乗
せ
て
も
ら
っ
た
り
、
ま
だ
冷

え
て
固
ま
っ
て
い
な
い
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

を
触
ら
せ
て
も
ら
う
な
ど
、
道
路
工
事

現
場
の
雰
囲
気
を
体
験
し
て
い
ま
し
た
。 

　
子
供
た
ち
に
と
っ
て
は
道
路
が
出
来

る
ま
で
を
経
過
や
工
事
方
法
な
ど
を
学

習
す
る
貴
重
な
体
験
と
な
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 
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大
体
育
館
喫
煙
所
に 

　
　
　
関
す
る
お
知
ら
せ 

大
体
育
館
喫
煙
所
に 

　
　
　
関
す
る
お
知
ら
せ 

第
２４
回
村
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

参
加
チ
ー
ム
募
集
の
お
知
ら
せ 

第
２４
回
村
民
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

参
加
チ
ー
ム
募
集
の
お
知
ら
せ 

一
般
参
加
者
も
大
歓
迎

一
般
参
加
者
も
大
歓
迎 

一
般
参
加
者
も
大
歓
迎

一
般
参
加
者
も
大
歓
迎 

一
般
参
加
者
も
大
歓
迎 

　
少
年
教
室
で
は
、

 10
月

 18
日

 （土）
、
島

田
小
学
校
を
会
場
に
「
自
然
観
察
＆
ク

ラ
フ
ト
制
作
」
を
学
習
し
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
長
岡
林
業
事
務
所
職
員
か

ら
、
和
島
村
の
総
面
積
の

 60
％
を
占
め

る
森
林
が
も
た
ら
す
環
境
へ
の
効
果
や
、

そ
の
森
林
を
管
理
す
る
大
切
さ
な
ど
を

学
習
。
そ
の
後
、
近
く
の
山
林
に
散
策

に
出
か
け
ま
し
た
。
山
の
中
入
る
と
栗

や
ど
ん
ぐ
り
な
ど
が
沢
山
落
ち
て
お
り
、

自
然
の
恵
み
を
採
集
し
ま
し
た
。 

　
午
後
に
入
る
と
、
い
よ
い
よ
ト
ン
ボ

作
り
で
す
。
三
川
村
の
自
然
公
園
職
員

の
指
導
の
も
と
、
作
り
始
め
ま
し
た
。

ト
ン
ボ
は
い
く
つ
か
の
部
品
に
分
か
れ

て
お
り
、
子
供
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
部

品
に
つ
い
て
紙
や
す
り
で
き
れ
い
に
削
っ

て
い
き
ま
し
た
。
紙
や
す
り
を
か
け
終

る
と
、
組
み
立
て
で
す
。
羽
や
目
は
瞬

間
接
着
剤
で
止
め
ま
し
た
。
瞬
間
接
着

剤
を
指
に
つ
け
て
し
ま
い
「
く
っ
つ
い

て
取
れ
な
〜
い
」
と
悪
戦
苦
闘
し
な
が

ら
も
、
友
達
と
協
力
し
て
、
全
員
ト
ン

ボ
や
じ
ろ
べ
い
を
完
成
さ
せ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
ト
ン
ボ
が
止
ま
る
台
座
も
一

緒
に
作
り
ま
し
た
。
午
前
中
に
採
集
し

た
木
の
実
な
ど
を
使
い
、
ユ
ニ
ー
ク
な

も
の
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
日
は
絶
好

の
秋
晴
れ
と
な
り
子
供
た
ち
と
っ
て
は

和
島
の
秋
を
感
じ
た
一
日
と
な
っ
た
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

　
去
る

 10
月

 11
日

 （土）
、
越
路
町
を
会
場

に
三
島
郡
少
年
野
球
秋
季
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
春
か
ら
新
チ
ー
ム
で
活

動
を
し
て
き
た
「
和
島
ピ
ン
キ
ー
ズ
」

の
 30
名
は
、
見
事
念
願
の
１
勝
！
を
達

成
し
ま
し
た
。 

　
岩
塚
ヒ
ッ
ト
マ
リ
オ
ン
ズ
と
対
戦
し
、

３
対
３
の
同
点
か
ら
、
劇
的
な
サ
ヨ
ナ

ラ
勝
ち
。
３
年
ぶ
り

 !?
の
勝
利
の
味
を

堪
能
し
ま
し
た
。
少
年
達
の
素
敵
な
勝

利
の
笑
顔
が
印
象
的
で
し
た
。 

 
 

　
 10
月

 19
日

 （日）
、
長
岡
地
域
広
域
行
政

組
合
主
催
に
よ
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
指
導

者
講
習
会
及
び
合
同
練
習
が
農
村
勤
労

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

　
こ
の
日
は
、
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協

会
公
認
講
師
の
原
淳
司
氏
を
迎
え
、
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
し
て
参
加
し
た
約

 80
名
の
指
導
者
や
選
手
ら
は
、
熱
の
こ

も
っ
た
指
導
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い

ま
し
た
。 

 
   

　
和
島
村
体
育
協
会
主
催
に
よ
る
第
３

回
村
民
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
９
月

 28

日
 （日）

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
あ

い
に
く
の
雨
で
幼
稚
園
の
隣
に
あ
る
屋

内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
を
会
場
に

 10
チ
ー

ム
に
よ
る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し

た
。 

　
こ
の
大
会
で
は
「
チ
ー
ム
に
必
ず
一

人
以
上
の
未
経
験
者
を
入
れ
る
こ
と
」

と
い
う
ル
ー
ル
が
設
け
ら
れ
、
各
チ
ー

ム
は
ル
ー
ル
や
コ
ツ
を
教
え
な
が
ら
、

和
気
あ
い
あ
い
と
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。 

　
な
お
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。 

・
優
　
勝
　
生
長
会
B（
小
島
谷
） 

・
準
優
勝
　
生
長
会
A（
小
島
谷
） 

・
３
　
位
　
八
千
代（
村
田
・
城
之
丘
） 

 

       

○
神
棚
飾
り
作
り 

　
 11
月

 22
日

 （土）
は
、「
和
島
切
り
絵
村
」

の
指
導
の
も
と
、
お
正
月
を
迎
え
る
準

備
と
し
て
「
神
棚
飾
り
」
の
制
作
を
行

な
い
ま
す
。
子
供
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

大
人
の
方
も
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

自
分
で
作
っ
た
神
棚
飾
り
を
飾
っ
て
新

年
を
迎
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

◇
期
　
日
〔
会
場
〕 

　
 11
月

 22
日

 （土）
〔
ゆ
き
わ
り
荘
〕 

◇
時
　
間
　
午
前
９
時
〜

 11
時

 30
分 

◇
持
ち
物
　
作
品
を
入
れ
る
袋
１
枚 

※
大
人
の
み
百
円
カ
ッ
タ
ー
を
１
本 

持
ち
運
び
時
の
事
故
防
止
の
た
め
、
高

校
生
以
下
の
参
加
者
に
は
公
民
館
で
用

意
し
た
カ
ッ
タ
ー
を
貸
し
出
し
ま
す
。 

◇
参
加
費 

　
１
人
百
円（
教
材
代
） 

◇
そ
の
他 

　
カ
ッ
タ
ー
等
を
使
用
し
ま
す
の
で
、

　
予
め
ご
了
承
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

◇
申
し
込
み 

　
参
加
さ
れ
る
方
は
、

 11
月

 14
日

 （金）
ま

　
で
に
公
民
館
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　
（
�

 74
―
３
１
１
１
） 

 

◇
内
　
容
　 

　
越
後
オ
ペ
ラ
「
み
る
な
の
座
敷
」 

◇
期
　
日
／

 11
月

 12
日

 （水）
・

 13
日

 （木） 

◇
時
　
間
／
両
日
と
も 

　
【
午
前
の
部
】 

　
　
午
前

 10
時

 15
分
〜

 11
時

 30
分 

　
【
午
後
の
部
】 

　
　
午
後
１
時

 30
分
〜
２
時

 45
分 

◇
会
　
場
／
長
岡
市
立
劇
場
大
ホ
ー
ル 

◇
対
象
者
　 

　
村
民
並
び
に
圏
域
の
一
般
住
民
（
た

　
だ
し
、
未
就
学
児
の
同
伴
は
不
可
） 

◇
募
集
人
数
／

 20
名 

　（
定
員
に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
） 

◇
申
し
込
み
　 

　
 11
月

 10
日

 （月）
ま
で
に
、
和
島
村
教
育

　
委
員
会
（

 74
―
３
１
１
１
） 

◇
交
通
手
段
　 

　
原
則
と
し
て
各
自
で
対
応 

※
 13
日
の
午
後
の
部
に
限
り
、
時
間
に

条
件
付
で
送
迎
し
ま
す
。（
先
着
４
名
） 

 

○
日
　
時
　
９
月

 23
日
（
火
・
祝
日
）

○
場
　
所
　
与
板
中
学
校
体
育
館 

﹇
小
学
低
学
年
団
体
の
部
﹈ 

　
☆
準
優
勝
…
和
島
村
Ｂ 

　
☆
第
３
位
…
和
島
村
Ａ 

﹇
中
学
女
子
団
体
の
部
﹈ 

　
☆
優
　
勝
…
和
島
村 

﹇
小
学
校
個
人
戦
の
部
﹈ 

　
☆
３
年
生
以
下  

　
　
優
　
勝
…
小
黒
光
司 

　
　
準
優
勝
…
吉
田
侑
矢 

　
☆
４
年
生 

　
　
準
優
勝
…
小
川
拳
斗 

　
　
第
３
位
…
阿
部
　
匠 

　
☆
５
年
生 

　
　
準
優
勝
…
金
井
星
流 

 

﹇
中
学
生
男
子
の
部
﹈ 

　
優
　
勝
…
西
村
　
悠 

　
準
優
勝
…
八
子
圭
介 

　
第
３
位
…
小
林
昌
博
、
中
野
　
樹 

﹇
中
学
生
女
子
の
部
﹈ 

　
優
　
勝
…
早
川
舞
衣 

　
準
優
勝
…
早
川
千
夏 

　
第
３
位
…
横
山
ひ
か
り
、高
橋
愛
美 

 

〜
少
年
教
室
〜 

   
　

 11
月
１
日

 （土）
よ
り
大
体
育
館
の
喫
煙

所
を
現
在
の
玄
関
ロ
ビ
ー
か
ら
事
務
室

内
に
変
更
い
た
し
ま
す
。 

　
青
少
年
健
全
育
成
の
面
か
ら
変
更
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

              

　
体
育
協
会
主
催
に
よ
る
第

 24
回
村
民

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

 11
月

 16
日

に
開
催
さ
れ
ま
す
。 

☆
期
　
　
日
…

 11
月

 16
日

 （日） 

☆
会
　
　
場
…
北
辰
中
学
校 

☆
参
加
資
格
…
中
学
校
以
上
の
村
民
及

　
　
　
　
　
　
び
村
内
事
業
所
に
勤
務

　
　
　
　
　
　
す
る
者 

☆
種
　
　
別
…
男
子
の
部
及
び
女
子
の
部 

☆
締

切

り
…

 11
月

 10
日

 （月） 

☆
申

込

み
…
和
島
村
教
育
委
員
会 

　
　
　
　
　
　
（
�

 74
―
3
1
1
1
） 
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（7）　職員手当の状況 

区　分 

期末手当 

勤勉手当 

退職手当 

和 島 村  国 

（14年度支給割合） 
 
６月期 
12月期 
３月期 
　計 
職制上の段階、職務の級等による加算措置 
　　　　　　　　　　　　　　　有 

（支給率） 
勤続20年 
勤続25年 
勤続35年 
最高限度額 
その他の加算措置 
　定年前早期退職特例措置（２～20％） 
退職時特別昇給 
　　　　　20年以上　　　１号 
　　　　　定年又は勧奨　１号 
１人当たり平均支給額　15,703千円 

自己都合 
21.0 月分 
33.75月分 
47.5 月分 
60.0 月分 

勧奨・定年 
28.875月分 
44.55 月分 
62.7  月分 
62.7　月分 

（支給率） 
勤続20年 
勤続25年 
勤続35年 
最高限度額 
その他の加算措置 
　定年前早期退職特例措置（２～20％） 
退職時特別昇給 
　　　　　　　20年以上　１号 

自己都合 
21.0 月分 
33.75月分 
47.5 月分 
60.0 月分 

勧奨・定年 
28.875月分 
44.55 月分 
62.7  月分 
62.7  月分 

 
期末手当 
1.45月分 
1.55月分 
0.50月分 
3.50月分 

 
勤勉手当 
0.6 月分 
0.55月分 
－月分 
1.15月分 

（14年度支給割合） 
 
６月期 
12月期 
３月期 
　計 
職制上の段階、職務の級等による加算措置 
　　　　　　　　　　　　　　　　有 

 
期末手当 
1.45月分 
1.55月分 
0.50月分 
3.50月分 

 
勤勉手当 
0.6 月分 
0.55月分 
－月分 
1.15月分 

（8）　特別職の報酬等の状況 

全 職 種  

0％ 

　0円 

1　 

区　　　　　　　　分 
特殊勤務 

手　　当 

（平成14年度） 

時 間 外  

勤務手当 

平成14年度 
支 給 総 額  

職員１人当たり支給年額 87千円 

4,276千円 

60千円 

4,098千円 

支 給 総 額  

職員１人当たり支給年額 
平成13年度 

職員全体に占める手当支給職員の割合 

支給対象職員１人当たり平均支給年額 

手 当 の 種 類（手当数） 

区　　分 内　　　　　　　　容 国の制度 
との異同 

同じ 

同じ 

同じ 

扶養手当 扶養親族のある職員に支給 

自ら居住するための住宅等の世帯主に支給 

通勤のため必要とされる運賃等の支給 

住居手当 

通勤手当 

（平成15年４月１日現在） 

区　　分 

村　　　長 

助　　　役 

収　入　役 

教　育　長 

712，000円 

570，000円 

534，000円 

499,000円 

255，000円 

189，000円 

181，000円 

1.70月分 

1.80月分 

 

3.50月分 

６月期 

12月期 

 

　計 

６月期 

12月期 

 

　計 

1.70月分 

1.80月分 

 

3.50月分 

議　　　長 

副　議　長 

議　　　員 

期末手当支給割合 給料・報酬月額 

給

　

料

 

報

　

酬

 

（平成15年４月１日現在） 

一般行政 

特別行政 

公営企業等 
会　　計 

計  

（10）　定員適正化計画の年次別進捗状況（実績）の概要 

　
村
民
の
皆
さ
ん
、和
島
村
の
職
員
給
与
等

の
実
情
は
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
ら
の
内
容
を
皆
さ
ん
に
も
知
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、そ
の
内
容
を
公
表
し
ま
す
。 

（注）退職手当の１人当たり平均支給額は前年度に退職した全職種に係る職員に支給された平均額である。 

（9）　部門別職員数の状況と主な増減理由 
（平成15年４月１日現在） 

職 員 数  対前年 
増減数 

主 な 増 減 理 由  

 

平成14年 

2 2 　  
　 

　 
 
 
 

 

 

 

 
 
 

 

15 15 　 
4 4 　 

11 12 1
3 3 　 
6 6 　 
1 1 　 
3 3 　 

45 46 1

17 17 　 

17 17 　 

2 2 　 
6 6  

8 8 　 

70 71 1

議　会 
総　務 
税　務 
民　生 
衛　生 
農林水産 
商　工 
土　木 

小　計 

教　育 

小　計 

下水道 
その他 

小　計 

合　　　計 

平成15年 

一

般

行

政

部

門

 

部
　
　
門 

特
別
行
政 

会
計
部
門 

公
営
企
業
等 

（注）職員数は一般職に属する職員数であり、村職員の身分を保有する休職者、派遣職員などを 
　　　含み、臨時又は非常勤職員を除いている。 

在宅支援の充実強化 

（平成15年４月１日現在） 

区分 

増減数 

職員数 

増減数 

職員数 

増減数 

職員数 

増減数 

職員数 

12年 
計画前年 

 

54

 

17

 

4

 

75

13年 
1年目 

△3

51

 

17

 

4

△3

72

14年 
2年目 

△6

45

 

17

4

8

△2

70

15年 
3年目 

1

46

17

8

1

71

（参考） 
数値目標 

 

49

 

16

 

4

 

69
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（1）　人件費の状況（普通会計決算） 

平成14年度 
5,123人 2,713,895

千円 千円 千円 ％ ％ 
89,606 528,945 19.5 22.7

区　　分 
住民基本台帳人口 
　　　　（年度末） 

平成15年３月31日現在 

歳　　出　　額 
　　　　　　Ａ 

実　質　収　支 人　　件　　費 
　　　　　　Ｂ 

人　件　費　率 
（Ｂ／Ａ） 

（参考）平成13年 
度の人件費率 

（注）人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含む。 

（2）　職員給与費の状況（一般会計予算） 

平成15年度 64人 218,963千円 29,079千円 90,677千円 338,719千円 5,292千円 

区　　分 
職　　員　　数 
　　　　　　Ａ 給　　　　　料 職　員　手　当 

給 与 費  

期末・勉強手当 　　　計　　　 　　　　　　Ｂ 

一人当たり給与費 
（Ｂ／Ａ） 

（注）１．職員手当には、退職手当を含まない。 
　　　２．給与費は、当初予算に計上された額である。 

（注）経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場合は、採用後の年数をいうものである。 

（3）　職員の平均給料月額及び平均年齢の状況 

和島村 

平均給料月額 

一 般 行 政 職  技 能 労 務 職  

平均年齢 平均給料月額 平均年齢 

304,000円 

359,981円 

40.5歳 

42.8歳 

233,600円 

336,142円 

48.7歳 

45.5歳 

区 分  

新潟県 

（平成15年４月１日現在） 

（5）　職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況 

（4）　職員の初任給の状況 
（平成15年４月１日現在） 

和 島 村  

決定初任給 
採用２年経過日 
給　　料　　額 

採用２年経過日 
給　　料　　額 

初 任 給  
区　　分 

国 

大学卒 171，500円 

139，500円 

185，600円 

149，200円 

171，500円 

139，500円 

185，600円 

149，200円 
一般行政職 

高校卒 

区　　　　分 経験年数10年以上15年未満 

2,888百円 

2,233百円 

3,613百円 

3,191百円 

経験年数20年以上25年未満 

大 学 卒  
一般行政職 

高 校 卒  

（平成15年４月１日現在） 

（注）１．和島村の給与条例に基づく給料表の級区別による職員数である。 
　　　２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代表的な職務である。 

（6）　一般行政職の級別職員数の状況 （平成15年４月１日現在） 

区　　　分 

標 準 的 な  
業 務 内 容  

職 員 数  

構 成 比  

１年前の 
構 成 比  

５年前の 
構 成 比  

１　級 

主　事 

―人 6人 8人 12人 8人 4人 5人 1人 44人 

―％ 13.6％ 18.2％ 27.3％ 18.2％ 9.1％ 11.4％ 2.2％ 100％ 

―％ 9.3％ 23.3％ 23.3％ 18.6％ 11.6％ 9.3％ 4.6％ 100％ 

3.9％ 17.5％ 11.8％ 27.5％ 27.5％ 11.8％ ―％ ―％ 100％ 

主　事 主　事 
主　任 
主　査 

主　査 
係　長 

係　長 課　長 

２　級 ３　級 ４　級 ５　級 ６　級 ７　級 

課　長 

８　級 計 

参
　
　
考 

和島村職員の給与などのあらましを村民のみなさんに公表します 
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募 

集 

期 

間 

募 

集 

期 

間 

必 

要 

事 

項 

必 

要 

事 

項 

お 

問 

合 

せ 

お 

問 

合 

せ 

応 

募 

資 

格 

応 

募 

資 

格 

応 

募 

方 

法 

応 

募 

方 

法 

応
募
の
内
容 

応
募
の
内
容 

教
育
委
員
長
と

教
育
委
員
長
と 

教
育
長
が
新
し
く
就
任

教
育
長
が
新
し
く
就
任 

山
田
勝
さ
ん
が
人
権
擁
護

山
田
勝
さ
ん
が
人
権
擁
護 

委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た 

教
育
委
員
長
と

教
育
委
員
長
と 

教
育
長
が
新
し
く
就
任

教
育
長
が
新
し
く
就
任 

山
田
勝
さ
ん
が
人
権
擁
護

山
田
勝
さ
ん
が
人
権
擁
護 

委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た 

教
育
委
員
長
と 

教
育
長
が
新
し
く
就
任 

山
田
勝
さ
ん
が
人
権
擁
護 

委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た （�74-2595） 

人権相談員 
山田　勝さん 

島田小学校編 

   

　
 10
月
２
日

 （木）
和
島
村
教
育
委
員

会
が
開
か
れ
、
新
し
く
大
矢
準
一

氏
が
教
育
委
員
長
に
就
任
さ
れ
ま

し
た
。 

　
ま
た
欠
員
だ
っ
た
教
育
長
も
羽

鳥
仁
一
氏
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 

■
教
育
委
員
長 

　
大
矢
　
準
一 

■
教
　
育
　
長 

　
羽
鳥
　
仁
一 

     

　
こ
の
度
、
法
務
大
臣
よ
り
山
田

勝
さ
ん
が
人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。 

　
み
な
さ
ん
に
、
お
困
り
ご
と
や

心
配
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
人

権
擁
護
委
員
や
法
務
局
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。 

　
な
お
和
島
村
に
は
遠
藤
て
つ
子

さ
ん
（
�

 74
―
２
８
３
５
）
も
人

権
擁
護
員
に
委
嘱
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

　
三
島
郡
３
か
町
村
合
併
協
議
会
で
は
、

新
し
い
町
の
名
称
を
募
集
し
ま
す
。
あ

な
た
が
応
募
し
た
名
前
が
新
町
の
名
称

に
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
た
く
さ
ん

の
応
募
を
お
待
ち
し
ま
す
。 

  

　
 11
月

 15
日

 （土）
〜

 12
月

 15
日

 （月） 

　
（
当
日
消
印
有
効
） 

  

　
ど
な
た
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
た
だ

し
、
応
募
は
、
応
募
方
法
に
か
か
わ
ら

ず
、
１
人
１
点
で
す
。
（
１
人
で
複
数

の
応
募
が
あ
っ
た
場
合
は
、
全
て
無
効

と
な
り
ま
す
。
） 

  

　
 11
月
中
旬
に
、
各
世
帯
に
応
募
用
は

が
き
添
付
の
チ
ラ
シ
を
配
布
し
ま
す
。

そ
の
チ
ラ
シ
以
外
に
も
官
製
は
が
き
、

封
書
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
も
応
募
で
き
ま
す
。
詳
細
は
、

配
布
し
ま
す
チ
ラ
シ
を
ご
覧
下
さ
い
。 

  

■
新
町
名
の
表
し
方 

・
漢
字
、
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
い
ず

れ
で
も
問
わ
な
い
。
ま
た
、
そ
の
組

み
合
わ
せ
も
自
由
と
す
る
。 

・
地
域
の
歴
史
・
文
化
、
地
理
的
要
件
、

特
色
等
も
含
め
、
住
民
に
親
し
ま
れ

る
も
の
。 

・
現
在
の
町
村
名
を
使
用
し
た
名
前
で

も
応
募
で
き
ま
す
。 

  

・
応
募
の
際
は
、
郵
便
番
号
・
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号
・
新

町
の
名
称
（
漢
字
の
場
合
は
ふ
り
が
な

を
付
け
る
）
・
名
称
の
由
来
や
理
由
を

簡
潔
に
記
入
を
し
て
く
だ
さ
い
。 

  

〒
９
４
９
―
４
３
５
３ 

三
島
郡
出
雲
崎
町
大
字
川
西
１
２
９
番

地
１ 

三
島
郡
３
か
町
村
合
併
協
議
会
事
務
局 

（
�

 78
―
３
８
８
０
） 

（
�

 78
―
３
８
８
２
） 
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○
街
頭
指
導 

○
高
齢
者
の
事
故
急
増 

　
和
島
村
の
優
秀
競
技
者
を
表
彰
す
る
「
和
島
村
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
」
が
 10
月

５
日

 （日）
村
民
親
善
大
運
動
会
の
開
会
式
で
行
わ
れ
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
た

島
倉
達
也
さ
ん
と
竹
沢
良
貴
さ
ん
に
賞
状
と
記
念
の
メ
ダ
ル
が
渡
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

       

　
９
月

 21
日

 （日）
〜
９
月

 30
日

 （火）
ま
で
秋

の
全
国
交
通
安
全
運
動
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。 

　
和
島
村
で
も
交
通
安
全
協
会
の
皆
さ

ん
や
駐
在
が
小
中
学
校
の
危
険
箇
所
に

立
ち
、
街
頭
指
導
に
あ
た
り
ま
し
た
。

 22
日

 （月）
に
は
桐
島
小
学
校
前
の
横
断
歩

道
で
村
長
が
街
頭
指
導
に
あ
た
り
ま
し

た
。 

　
交
通
事
故
の
多
く
は
交
差
点
で
お
き

て
い
ま
す
。
道
路
の
横
断
に
は
十
分
注

意
す
る
と
と
も
に
、
運
転
者
も
一
旦
停

止
な
ど
確
実
な
安
全
確
認
を
行
な
い
、

交
差
点
の
事
故
を
防
ぐ
よ
う
に
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。 

       

　
例
年
、
日
没
の
早
ま
る
秋
か
ら
年
末

に
か
け
て
は
、
夕
暮
れ
時
に
高
齢
者
の

事
故
が
多
発
す
る
傾
向
に
あ
り
、
特
に

平
成

 14
年
は

 10
月
か
ら

 12
月
に
か
け
て

高
齢
者
が

 41
人
（
全
体
で

 79
人
）
も
亡

く
な
る
と
い
う
異
常
事
態
と
な
り
ま
し

た
。 

　
高
齢
者
は
夜
間
の
外
出
は
な
る
べ
く

避
け
、
や
む
を
得
ず
外
出
す
る
と
き
も

明
る
い
服
装
と
反
射
材
を
活
用
す
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
自
動
車
の
運

転
者
も
事
故
の
多
い
夕
暮
れ
時
は
早
め

に
ラ
イ
ト
を
点
灯
す
る
な
ど
、
お
互
い

に
交
通
事
故
を
防
ぐ
よ
う
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。 

   

　
平
成

 16
年
の
優
秀
無
事
故
運
転
者
の

表
彰
が
実
施
さ
れ
ま
す
。 

　
該
当
さ
れ
る
方
は
以
下
に
よ
り
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。 

■
表
彰
種
別 

①
 10
年 

表
彰
　
②

 20
年 

表
彰 

③
 30
年 

表
彰
　
④

 40
年 

表
彰 

⑤
 50
年 

表
彰 

　
過
去
一
度
も
申
請
し
た
こ
と
が
な
い

方
で
も
②
〜
⑤
の
申
請
が
で
き
ま
す
。 

■
受
賞
資
格 

①
交
通
安
全
協
会
の
会
員
で
あ
る
こ
と
。 

②
平
成

 16
年
４
月
６
日
現
在
、
申
請
す

る
「
表
彰
年
数
」
以
上
の
運
転
経
験
が

あ
り
、
当
該
年
数
の
間
継
続
し
て
事
故
・

違
反
が
無
い
こ
と
。
た
だ
し

 10
年
間
の

区
切
り
で
、

 10
年
間
に
行
政
処
分
点
数

３
点
以
下
の
事
故
、
違
反
に
つ
い
て
は
、

１
回
に
限
り
前
歴
と
し
ま
せ
ん
。
（
た

だ
し
、
こ
の
条
件
は
飛
び
つ
け
表
彰
〈
過

去
表
彰
歴
が
な
く
今
回
は
じ
め
て

 20
年

以
上
の
表
彰
を
申
請
す
る
こ
と
〉
に
は

適
用
さ
れ
ま
せ
ん
） 

■
申
請
手
続
き 

　
平
成

 15
年

 12
月

 19
日

 （金）
ま
で
に
、
免

許
証
、
交
通
安
全
協
会
会
員
証
、
認
印

を
ご
持
参
の
う
え
、
役
場
２
階
総
務
課

ま
で
お
い
で
下
さ
い
。 

■
お
問
合
せ 

　
和
島
村
役
場
総
務
課 

（
�

 74
―
３
１
１
１
　
内
線
２
１
４
） 

          

島
倉
達
也
さ
ん（
荒
巻
） 

 

○
競
技
種
目 

　
カ
ヌ
ー 

○
ス
ポ
ー
ツ
歴 

・
第
 24
回
北
信
越
国
体
少
年
男
子
カ

ナ
デ
ィ
ア
ン
シ
ン
グ
ル
　
３
位 

・
全
国
高
等
学
校
カ
ヌ
ー
選
手
権
出

場 

・
第
 58
回
国
民
体
育
大
会
　
静
岡
大

会
出
場 

          

竹
沢
良
貴
さ
ん（
島
崎
） 

 

○
競
技
種
目 

　
カ
ヌ
ー 

○
ス
ポ
ー
ツ
歴 

・
第
 24
回
北
信
越
国
体 

　
少
年
男
子
カ
ヤ
ッ
ク
ペ
ア
　
４
位 

・
全
国
高
等
学
校
カ
ヌ
ー
選
手
権 

　
出
場 

 



選
挙
制
度
の
概
要 

選
挙
制
度
の
概
要 

○
第
43
回
衆
議
院
議
員
総
選
挙 

○
第
19
回
最
高
裁
判
所 

　
　
　
　
　
裁
判
官
国
民
審
査 

投
票
で
き
る
人
は 

投
票
で
き
る
人
は 

不
在
者
投
票
に
つ
い
て 

不
在
者
投
票
に
つ
い
て 

郵
便
に
よ
る 

　
　
不
在
者
投
票 

郵
便
に
よ
る 

　
　
不
在
者
投
票 

入
場
券
を
忘
れ
ず
に 

入
場
券
を
忘
れ
ず
に 

投
票
時
間 

投
票
時
間 

代
理
投
票 

代
理
投
票 

開
　
票

開
　
票 

開
　
票

開
　
票 

開
　
票

開
　
票 

開
　
票 
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11月9日（日） 
第43回衆議院議員総選挙 
第19回最高裁判所裁判官国民審査 

11月9日（日） 
第43回衆議院議員総選挙 
第19回最高裁判所裁判官国民審査 

11月9日（日） 
第43回衆議院議員総選挙 
第19回最高裁判所裁判官国民審査 

　
平
成

 15
年

 11
月
９
日

 （日）
第

 43
回
衆
議

院
議
員
総
選
挙
及
び
第

 19
回
最
高
裁
判

所
裁
判
官
国
民
審
査
が
行
な
わ
れ
ま
す
。 

     

「
小
選
挙
区
選
挙
」
と
「
比
例
代
表
選

挙
」
の
２
つ
の
選
挙
を
同
時
に
行
い
ま

す
。 

 

「
小
選
挙
区
選
挙
」
で
は
、
１
選
挙
区

か
ら
１
人
の
議
員
を
選
出
し
ま
す
。 

　
投
票
に
当
た
っ
て
は
、
所
定
の
投
票

用
紙
に
「
候
補
者
氏
名
」
を
記
入
し
て

投
票
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

「
比
例
代
表
選
挙
」
で
は
、
全
国

 11
の

選
挙
区
（
ブ
ロ
ッ
ク
）
ご
と
に
行
わ
れ
、

各
政
党
の
得
票
数
に
応
じ
て
議
員
を
選

出
し
ま
す
。 

　
投
票
に
当
た
っ
て
は
、
所
定
の
投
票

用
紙
に
「
政
党
等
の
名
称
」
（
又
は
そ

の
略
称
）
を
記
入
し
て
投
票
し
て
く
だ

さ
い
。 

   

　
最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
が
適
任
か
ど

う
か
に
つ
い
て
有
権
者
の
判
断
を
問
う

審
査
で
す
。
罷
免
す
べ
き
と
考
え
る
裁

判
官
に
つ
い
て
、
投
票
用
紙
の
記
載
欄

に
「
×
」
の
記
号
を
記
載
し
て
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。 

   

　
次
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
方
は
和

島
村
で
投
票
で
き
ま
す
。  

 （１） 

昭
和

 58
年

 11
月

 10
日
ま
で
に
生
ま

れ  （２） 

平
成

 15
年
７
月

 27
日
ま
で
に
和
島

村
に
転
入
届
出
を
済
ま
せ 

 （３） 

引
き
続
き

 10
月

 27
日
ま
で
和
島
村

に
住
ん
で
い
る
方  

※
た
だ
し
今
年
７
月
９
日
以
降
に
転
出

し
た
方
の
う
ち
、
和
島
村
の
選
挙
人

名
簿
に
登
録
が
あ
り
、
新
住
所
地
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い

方
は
、
和
島
村
で
投
票
で
き
ま
す
。 

    

　
午
前
７
時
〜
午
後
８
時
　 

　
朝
食
を
済
ま
せ
た
ら
、
ま
ず
投
票
所

へ
お
い
で
下
さ
い
。 

    

　
投
票
所
に
は
入
場
券
を
忘
れ
ず
に
お

持
ち
く
だ
さ
い
。
投
票
日
が
迫
っ
て
も

入
場
券
が
届
か
な
い
場
合
は
選
挙
管
理

委
員
会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
入
場
券
を
紛
失
し
た
場
合
で
も

投
票
で
き
ま
す
の
で
、
投
票
日
当
日
、

直
接
投
票
所
の
受
付
に
申
し
出
下
さ
い
。 

ま
た
、
投
票
所
へ
は
、
小
さ
な
お
子
様

と
一
緒
に
入
場
で
き
ま
す
。
怪
我
や
病

気
な
ど
で
付
き
添
い
や
看
護
が
必
要
な

方
も
、
付
添
人
、
看
護
人
の
方
と
一
緒

に
入
場
で
き
ま
す
。 

    

　
不
在
者
投
票
の
投
票
期
間
は
衆
議
院

議
員
総
選
挙
と
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国

民
審
査
で
異
な
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。 

○
衆
議
院
議
員
総
選
挙 

　
 10
月

 28
日

 （火）
〜

 11
月
８
日

 （土） 

○
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査 

　
 11
月
２
日

 （日）
〜

 11
月
８
日

 （土） 

※
 11
月
９
日

 （日）
の
投
票
日
当
日
都
合
の

悪
い
方
は
、
不
在
者
投
票
を
活
用
し

て
貴
重
な
１
票
を
投
じ
て
く
だ
さ
い
。 

☆
手
続
き 

　
入
場
券
（
届
い
て
い
な
い
と
き
は
不

用
）
を
お
持
ち
の
上
役
場
ま
で
お
い
で

く
だ
さ
い
。
そ
の
場
で
す
ぐ
投
票
で
き

ま
す
。 

☆
出
来
る
人 

○
村
外
で
仕
事
に
従
事
中
の
人 

○
や
む
得
な
い
用
で
、
村
外
に
旅
行
中

や
滞
在
中
の
人 

○
病
気
や
お
産
で
、
当
日
歩
行
が
困
難

な
人 

○
選
管
の
指
定
の
あ
る
病
院
や
老
人
ホ
ー

ム
等
に
入
っ
て
い
る
人 

☆
で
き
る
日
時 

　
時
間
は
、
午
前
８
時

 30
分
か
ら
午
後

８
時
ま
で
で
す
。 

   
　
手
が
不
自
由
な
ど
の
理
由
で
投
票
用

紙
に
ご
自
分
で
記
入
で
き
な
い
方
に
は
、

係
員
が
代
わ
っ
て
、
そ
の
方
の
指
示
の

と
お
り
お
書
き
し
ま
す
。
（
投
票
の
秘

密
は
必
ず
守
ら
れ
ま
す
） 

    

　
身
体
障
害
者
手
帳
や
戦
傷
病
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
で
、
一
定
の

障
害
の
場
合
、
そ
の
住
ん
で
い
る
場
所

で
郵
便
で
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
る
制

度
で
、
選
挙
管
理
委
員
会
が
発
行
す
る

「
郵
便
投
票
証
明
書
」
の
交
付
が
必
要

で
す
。
「
郵
便
投
票
証
明
書
」
の
交
付

を
う
け
て
い
な
い
方
は
手
続
き
に
日
数

も
か
か
り
ま
す
の
で
早
め
に
相
談
く
だ

さ
い
。 

 

※
お
問
合
せ 

　
和
島
村
選
挙
管
理
委
員
会 

　
（
�

 74
―
３
１
１
１
内
線
２
１
２
） 

    

　
開
票
は
、

 11
月
９
日

 （日）
午
後
８

時
 45
分
よ
り
和
島
村
農
村
勤
労
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
大
体
育
館
）
で
行

な
い
ま
す
。 
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い
よ
い
よ
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
は
じ
め
る
季
節
の
到
来
で
す
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
は
、
 39
℃
以
上
の
発
熱
、
頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉
痛
な
ど
強
い
症
状
が
現

れ
、
気
管
支
炎
や
肺
炎
な
ど
を
併
発
し
て
重
症
化
す
れ
ば
死
に
至
る
こ
と
も
。
流
行

す
る
と
高
齢
者
の
死
亡
率
が
高
ま
る
な
ど
、
風
邪
と
は
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
な
に

よ
り
大
切
な
の
は
予
防
。
注
意
点
を
Ｑ
＆
Ａ
で
紹
介
し
ま
す
。 

QA

QA

QA

QAQA

予
防
接
種
費
用
の

予
防
接
種
費
用
の 

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

予
防
接
種
費
用
の 

補
助
制
度
が
あ
り
ま
す
。 

　
65
歳
以
上
の
方
、
60
歳
以
上
65

歳
未
満
の
方
で
心
臓
や
じ
ん
臓
、

呼
吸
器
な
ど
に
重
い
病
気
の
あ
る

方
は
「
予
防
接
種
法
」
の
対
象
者

と
な
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

接
種
の
費
用
を
一
部
補
助
す
る
制

度
が
あ
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て

は
和
島
村
役
場
住
民
課
保
健
衛
生

係
り
（
�
74
―
３
１
１
１
）
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。 

            

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
普
通
の
風

邪
は
違
う
の
？ 

 

　
普
通
の
風
邪
と
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
ま
っ
た
く
異
な
る
病
気

で
す
。
普
通
の
風
邪
の
症
状
は
、
の
ど

の
痛
み
、
鼻
汁
、
く
し
ゃ
み
や
咳
な
ど

が
中
心
で
、
発
熱
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ほ
ど
高
く
な
く
、
重
症
化
す
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
一
方
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
 39
℃

以
上
の
発
熱
、
頭
痛
、
関
節
痛
、
筋
肉

痛
な
ど
全
身
の
症
状
が
強
く
、
併
せ
て

普
通
の
風
邪
と
同
様
の
、
の
ど
の
痛
み
、

鼻
汁
な
ど
の
症
状
も
見
ら
れ
ま
す
。
さ

ら
に
、
気
管
支
炎
、
肺
炎
、
小
児
で
は

中
耳
炎
、
熱
性
け
い
れ
ん
な
ど
を
併
発

し
、
重
症
化
す
る
こ
と
が
あ
る
の
も
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特
徴
で
す
。 

　
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
流
行
が

始
ま
る
と
、
短
期
間
に
乳
幼
児
か
ら
高

齢
者
ま
で
多
数
の
人
を
巻
き
込
む
と
い

う
点
も
普
通
の
風
邪
と
異
な
り
ま
す
。 

            
　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ

た
ら
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？ 

 

　
 （１）
単
な
る
風
邪
だ
と
軽
く
考

え
ず
に
、
早
め
に
医
療
機
関
を

受
診
し
て
治
療
を
受
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。 

 （２）
安
静
に
し
て
休
養
を
と
り
ま
し
ょ
う
。

特
に
睡
眠
を
十
分
に
と
る
こ
と
が
大
切

で
す
。 

 （３）
空
気
が
乾
燥
す
る
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
、

部
屋
の
湿
度
を
保
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。 

 （４）
水
分
を
十
分
に
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

お
茶
、
ジ
ュ
ー
ス
、
ス
ー
プ
な
ど
飲
み

た
い
も
の
で
結
構
で
す
。 

 

　
早
め
の
医
療
機
関
を
受
診
し
て
、
治

療
を
受
け
る
こ
と
は
、
自
分
の
体
を
守

る
だ
け
で
な
く
、
他
の
人
に
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
を
う
つ
さ
な
い
と
い
う
意
味
で

も
大
変
重
要
な
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す

る
に
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？ 

 

　
予
防
の
基
本
は
、
流
行
前
に

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
。
既

に
欧
米
で
は
一
般
的
な
方
法
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
重
症
化
防
止
の
方
法
と

し
て
も
有
効
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

は
、
患
者
の
咳
な
ど
で
空
気
中
に
拡
散

さ
れ
た
ウ
イ
ル
ス
を
鼻
腔
や
気
管
な
ど

気
道
に
吸
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
感
染

し
ま
す
。
流
行
し
は
じ
め
た
ら
、
高
齢

者
、
慢
性
疾
患
を
持
っ
て
い
る
人
、
疲

れ
て
い
る
人
、
睡
眠
不
足
の
人
は
、
か

か
る
と
重
症
化
す
る
可
能
性
が
高
い
の

で
人
込
み
や
繁
華
街
へ
の
外
出
を
控
え

ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
空
気
が
乾
燥
す
る
と
、
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

外
出
時
に
は
マ
ス
ク
を
利
用
し
た
り
、

室
内
で
は
加
湿
器
な
ど
を
使
っ
た
り
し

て
適
度
な
湿
度
を
保
ち
ま
し
ょ
う
。
さ

ら
に
宅
時
の
う
が
い
、
手
洗
い
は
、
風

邪
の
予
防
と
併
せ
て
お
す
す
め
し
ま
す
。 

 

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

種
は
効
果
が
あ
る
の
？ 

 

　
予
防
接
種
を
受
け
な
い
で
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
人

の
 70
％
か
ら
 80
％
の
人
は
、
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
を
受
け
て
い
れ
ば
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
ら
ず
に
す
む

か
、
か
か
っ
て
も
症
状
が
軽
く
て
す
む

と
い
う
有
効
性
が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

特
に
高
齢
者
の
場
合
は
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
よ
る
入
院
・
死
亡
を
減
ら
す
こ

と
が
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。 

             

　
乳
幼
児
や
高
齢
者
は
ど
ん
な

こ
と
に
気
を
つ
け
れ
ば
い
い
の
？ 

 

○
乳
幼
児 

乳
幼
児
、
こ
と
に
幼
児
で
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
合
併
症
で
気
を
つ
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
し
て
、
脳

炎
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
徴
候
と
し
て
、
水
分
を
と
っ
た
あ
と

す
ぐ
に
吐
い
て
し
ま
い
元
気
が
な
い
、

意
識
が
は
っ
き
り
せ
ず
う
と
う
と
し
て

い
る
、
け
い
れ
ん
を
起
こ
す
、
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
症
状
が
み
ら

れ
る
と
き
に
は
す
ぐ
に
医
療
機
関
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。 

○
高
齢
者 

　
高
齢
者
は
流
行
前
に
予
防
接
種
を
受

け
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
予
防
の
基
本
と
な
り
ま
す
。 

　
ま
た
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し

て
い
る
と
き
は
、
人
込
み
へ
の
外
出
は

避
け
て
く
だ
さ
い
。
特
に
疲
れ
て
い
る

時
や
睡
眠
不
足
の
時
に
無
理
に
外
出
す

る
の
は
避
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
同
居

し
て
い
る
人
、
世
話
を
し
て
い
る
人
も

予
防
接
種
を
受
け
る
な
ど
の
対
策
を
と
っ

て
、
ウ
イ
ル
ス
を
持
ち
込
ま
せ
な
い
よ

う
に
す
る
こ
と
を
お
勧
め
い
た
し
ま
す
。 

 



11月の納税・納入 

国 民 健 康 保 険 料 

介 護 保 険 料  

保 育 所 保 育 料  

幼 稚 園 保 育 料  

○ 

○

○ 

○ 

役場　�74－3111　FAX74－2791

長岡広域圏イベント情報 

歯
の
健
康

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー 

歯
の
健
康

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
ー

コ
ー
ナ
ー 

歯
の
健
康 

Q
＆
A
コ
ー
ナ
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『そばの鉄人大会』 

◆期　日／11月２日（日） 
◆会　場／もみじ園 
◆内　容／そばの愛好家が一堂に集い、技と味を競い

ます。なお、一般の皆様への会食もあります。 
◆問合せ／越路町企画振興課（� 92－5902） 

越路町 

『第28回出雲崎町産業まつり』 

◆期　日／11月３日（月） 
◆会　場／出雲崎町体育館 
◆内　容／秋の味覚昼食会・一日デパート・子どもプ

レイランドなど多彩なイベントが開催され
ます。 

◆問合せ／出雲崎町農林水産課（� 78－2295） 

出雲崎町 

『第41回長岡市民音楽祭』 

◆期　日／11月23日（日）午後２時 
◆会　場／長岡リリックホール 
◆内　容／「和・日本」をテーマに邦楽の演奏を雅・

華・祭の３部構成でお贈りします。“和”
のステージをお楽しみください。 

◆問合せ／長岡市芸術文化財団（� 29－7715） 

長岡市 

11月 

水 木 金 土 火 月 日 
    　 　 　 1 
 2 3 4 5 6 7 8 
 9 10 11 12 13 14 15 
 16 17 18 19 20 21 22 
 23 24 25 26 27 28 29 
 30

11月の救急診療のご案内 

※都合により当番の変更がありますので、事前にご確認ください。 
 

■休日救急当番医表�

■お問い合せ及び連絡先�
長岡赤十字病院  
長岡中央綜合病院 
立 川 綜 合 病 院  
明 石 医 院  
小 林 医 院  

■内科、小児科、外科、歯科の昼間�
診療科目 診療時間 

長岡市休日急患診療所（�35－8255） 
長岡休日急患歯科診療所（�33－9644） 

内科・小児科・外科  
歯科 

9：00～18：00
9：00～16：00

�28－3600 
�35－3700 
�33－3111 
�32－3262 
�27－7755

斎 藤 医 院  
杉 本 医 院  
セントポーリアウィメンズクリニック 
トマト・レディス・クリニック 
丸 岡 医 院  

�32－4499 
�32－1546 
�21－0800 
�39－7111 
�39－2422

区　　分 午前10時～午後５時 午前９時～翌午前９時 
診療科目 産婦人科 内科・小児科・外科・産婦人科 
２日（日）�
３日（祝）�
９日（日）�

16日（日）�

23日（祝）�
24日（振休）�
30日（日）�

小 林 医 院  
丸 岡 医 院  
トマト・レディス・クリニック 
セントポーリア 
ウィメンズクリニック 
杉 本 医 院  
明 石 医 院  
斎 藤 医 院  

立 川 綜 合 病 院  
長 岡 赤 十 字 病 院  
長 岡 中 央 綜 合 病 院  
 
立 川 綜 合 病 院  

長 岡 赤 十 字 病 院  
長 岡 中 央 綜 合 病 院  
立 川 綜 合 病 院  

17

○お問合せ…住民課福祉係（� 74－3111） 

６日（木） 
７日（金） 
13日（木） 
14日（金） 
20日（木） 
21日（金） 

11月の出前予定先 
下町上集会場（島崎） 
両高集落センター 
下小島谷ふれあいセンター 
北野集落センター 
日野浦集落センター 
下富岡集落開発センター 

Ｑ
　
学
校
で
歯
に
赤
い
薬
を
ぬ
っ

て
汚
れ
を
染
め
出
し
た
の
で
す
が
、

何
が
赤
く
染
ま
っ
た
の
で
す
か
？
 

 Ａ
　
赤
く
染
め
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
は
、

歯
の
表
面
の
磨
き
残
し
の
プ
ラ
ー
ク

（
歯
垢
）で
す
。
プ
ラ
ー
ク
と
は
細
菌

の
塊
の
こ
と
で
、１
�
中
に
い
ろ
ん
な

種
類
の
細
菌
が
何
億
も
存
在
し
て
い

ま
す
。そ
し
て
そ
の
プ
ラ
ー
ク
が
む
し

歯
や
歯
周
病
の
原
因
と
な
る
の
で
す
。 

　
プ
ラ
ー
ク
は
最
初
の
う
ち
は
軟
ら

か
く
、歯
ブ
ラ
シ
で
き
れ
い
に
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、そ
の
う
ち
に
細
菌

が
つ
く
る
ネ
バ
ネ
バ
し
た
糖
分
と
い

ろ
い
ろ
な
細
菌
が
合
体
し
て
、網
目
状

に
複
雑
に
か
ら
み
あ
い
、膜
の
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
す
。こ
れ
は
バ
イ
オ
フ
ィ

ル
ム
と
い
わ
れ
、細
菌
の
共
同
体
な
の

で
す
。
お
風
呂
や
台
所
の
排
水
溝
表

面
に
み
ら
れ
る
ネ
バ
ネ
バ
し
た
膜
状

の
ヌ
メ
リ
と
よ
く
似
て
い
ま
す
。 

　
こ
の
バ
イ
オ
フ
ィ
ル
ム
の
特
徴
は
、

自
然
に
は
な
く
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

つ
ま
り
歯
磨
き
を
し
な
け
れ
ば
無
く

な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
１
日
３
回
、

食
べ
た
ら
磨
く
こ
と
を
習
慣
づ
け
ま

し
ょ
う
。 

 

（
新
潟
県
歯
科
医
師
会
）
 

開設日 

５日（水） 

１２日（水） 

１９日（水） 

２６日（水） 

活動内容 開催場所 開催時間 

 

 
午前９時３０分 

から 

午前１１時３０分 

ミニミニうんどう会 

伝承遊び 

ペーパー芯のおもちゃ屋さん 

発育測定 

保育所 

保育所 

保育所 

保育所 
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今 月 の テ ー マ 

ヤミ金融対策法 

　
無
登
録
で
営
業
し
た
り
、
違
法
な
高
金

利
で
消
費
者
に
金
銭
を
貸
し
付
け
、
暴
力

的
な
取
り
立
て
を
し
た
り
す
る
、
い
わ
ゆ

る「
ヤ
ミ
金
融
」と
呼
ば
れ
る
違
法
な
金
融

業
者
に
よ
る
被
害
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
悪
質
な
金
融
業
者
に
対
す
る
規

制
を
強
化
す
る
た
め
「
ヤ
ミ
金
融
対
策
法

（
貸
金
業
規
制
法
及
び
出
資
法
等
の
一
部

改
正
法
）」が
成
立
し
、
平
成

 16
年
１
月
か

ら
施
行
さ
れ
る
予
定
で
す
（
罰
則
の
強
化

な
ど
に
つ
い
て
は
平
成

 15
年
９
月
１
日
か

ら
施
行
）。 

  

　
金
融
業
者
の
違
法
な
取
り
立
て
は

ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。 

 

　
融
資
し
た
金
銭
の
返
済
を
求
め
る

際
、業
者
は
「
人
を
威
嚇
し
ま
た
は
そ

の
私
生
活
も
し
く
は
業
務
の
平
穏
を
害
す

る
よ
う
な
言
動
に
よ
り
、そ
の
者
を
困
惑
さ

せ
て
は
な
ら
な
い
」
と
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
今
回
の
法
改
正
で
は
、こ
う
し
た
違

法
行
為
の
具
体
的
な
類
型
な
ど
に
つ
い
て
明

文
化
さ
れ
、違
法
行
為
に
対
す
る
さ
ら
な
る

規
制
の
強
化
、罰
則
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

　
正
当
な
理
由
の
な
い
夜
間
の
取
り
立
て
や
、

仕
事
場
な
ど
の
自
宅
以
外
の
場
所
へ
の
電
話

や
訪
問
、第
三
者
へ
の
弁
済
の
強
要
な
ど
、こ

れ
ら
は
す
べ
て
違
法
と
な
り
、罰
則
が
適
用

さ
れ
ま
す
。 

 

 

　
「
０
９
０
金
融
」
と
い
う
名
前
の

由
来
は
な
ん
で
す
か
。 

 

　
「
０
９
０
金
融
」
は
、
特
定
の
店
舗

を
持
た
ず
、０
９
０
の
よ
う
な
電
話
番

号
と
業
者
名
だ
け
を
記
載
し
た
ビ
ラ
で
広

告
を
行
う
違
法
な
業
者
の
こ
と
。
貸
付
金

額
や
金
利
な
ど
を
事
前
に
言
わ
ず
、
契
約

書
も
な
い
ま
ま

 10
日
で
３
割
や
５
割
と
い
っ

た
違
法
な
金
利
で
融
資
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

返
済
が
遅
れ
た
と
き
の
取
り
立
て
の
た
め
に
、

債
務
者
の
住
所
や
電
話
番
号
、勤
め
先
、親

兄
弟
や
親
せ
き
の
連
絡
先
な
ど
を
聞
き
出

し
、
少
し
で
も
返
済
が
遅
れ
る
と
、
脅
迫
ま

が
い
の
取
り
立
て
を
し
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
被
害
を
防
ぐ
た
め
、ヤ
ミ
金
融

対
策
法
で
は
無
登
録
業
者
に
よ
る
勧
誘
・
広

告
な
ど
に
つ
い
て
、罰
則
が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。 

  

　
貸
金
業
者
に
は
登
録
制
度
な
ど
は

あ
る
の
で
す
か
。 

 

　
貸
金
業
を
営
む
者
は
、
そ
の
営
業

所
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
ま
た

は
財
務
局
長
の
登
録
を
受
け
、3
年
ご
と
の

更
新
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、営
業
に
当

た
っ
て
は
、
交
付
さ
れ
た
登
録
番
号
の
表
示

を
行
う
よ
う
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
回
の
ヤ
ミ
金
融
対
策
法
で
は
、登
録
要

件
の
厳
格
化
が
図
ら
れ
、「
暴
力
団
員
お
よ

び
関
係
者
の
排
除
」「
財
産
的
基
礎
の
確
認
」

「
登
録
時
の
本
人
確
認
の
徹
底
」「
営
業
所

へ
の
貸
金
業
務
取
扱
主
任
者
の
設
置
」「
登

録
免
許
税
の
引
き
上
げ
」
な
ど
が
新
た
に

盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。 

　
金
融
業
者
か
ら
融
資
を
受
け
る
と
き
に

は
、正
規
の
登
録
が
な
さ
れ
て
い
る
か
、必
ず

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
金
融
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
、貸
金
業
者
の
登
録
番
号
確
認
サ
ー

ビ
ス
や
、違
法
な
貸
金
業
者
の
情
報
提
供
を

行
っ
て
い
ま
す
。 

              

　
法
律
に
お
け
る
年
間
の
利
息
の
上

限
は
ど
れ
く
ら
い
で
す
か
。 

 

　
貸
金
業
登
録
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
業
と
し
て
行
う
場
合
、
出
資
法
に

よ
り
、年
利

 29
・
２
％（
元
本
１
万
円
に
つ
き

１
日
８
円
の
利
息
）を
超
え
る
利
息
を
含
ん

だ
契
約
や
、利
息
の
受
け
取
り
を
し
て
は
な

ら
な
い
と
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
礼

金
」「
手
数
料
」「
調
査
料
」
な
ど
、利
息
以

外
の
名
目
の
金
銭
で
あ
っ
て
も
、す
べ
て
利
息

に
含
ま
れ
ま
す
。 

　
ヤ
ミ
金
融
対
策
法
施
行
に
先
が
け
、
違

法
な
高
金
利
の
貸
し
付
け
に
対
す
る
罰
則

が
大
幅
に
引
き
上
げ
ら
れ
、無
登
録
業
者
の

場
合
、最
高
１
億
円
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

  

　
一
般
に
、返
済
額
が
月
収
の
何
割
を

超
え
る
と
返
済
が
難
し
く
な
り
ま
す
か
。 

 

　
一
般
に
、
返
済
額
が
月
収
の
お
よ
そ

2
割
を
超
え
る
と
、
返
済
が
難
し
く

な
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
悪
質
な
金
融
業
者
の
場
合
、「
ト
サ
ン（

 10
日
で
３
割
・
年
利
1
0
9
5
％
）」「
ト
ゴ

（
 10
日
で
５
割
・
年
利
1
8
2
5
％
）」
と
い
っ

た
違
法
な
超
高
金
利
を
請
求
し
て
く
る
た

め
、た
と
え
１
、２
万
円
と
小
額
で
あ
っ
て
も
、

す
ぐ
に
元
金
以
上
を
支
払
う
こ
と
に
な
り
、

返
済
の
た
め
に
次
々
と
ヤ
ミ
金
融
か
ら
借
り

入
れ
を
す
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
借
金
が

膨
れ
上
が
り
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
な
か
、ヤ
ミ
金
融
対
策
法
で
は
、

年
利
が
１
０
９
・
５
％（
う
る
う
年
は
１
０
９
・

８
％
）を
超
え
る
利
息
で
の
契
約
は
無
効
と

な
り
、
利
息
分
に
つ
い
て
の
支
払
い
義
務
が

な
い
こ
と
が
明
文
化
さ
れ
ま
し
た
。
返
済
に

困
っ
た
時
に
は
、一
人
で
悩
ま
ず
に
、
家
族
や

知
人
、弁
護
士
な
ど
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。 

 



大字屏風 
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平
成
16
年
度 

県
立
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー
の 

利
用
予
約
に
つ
い
て 

日
曜
簡
易
テ
ス
ト
講
座
に 

参
加
し
ま
せ
ん
か 

自
賠
責
保
健
に 

加
入
し
よ
う 

第
20
回
新
潟
県 

伝
統
的
工
芸
品
展 

キ
ャ
リ
ア
応
援
セ
ミ
ナ
ー 

開
催 

新
潟
県
の
最
低
賃
金 

自
衛
隊
生
徒
を 

募
集
し
ま
す 

交
通
事
故
相
談
所 

平
成
15
年
分 

年
末
調
整 

説
明
会
開
催
日
の
お
知
ら
せ 

 

健
康
な
歯 

　
　
北
辰
中
学
校
１
年
　
山
口
　
健 

 

　
ぼ
く
は
、歯
医
者
に
行
く
と
よ
く
、

「
下
の
歯
の
裏
に
歯
石
が
つ
い
て
い

る
よ
。
」
と
言
わ
れ
ま
す
。一
生
け
ん

命
み
が
い
て
い
る
の
に
な
ぜ
な
ん
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。
考
え
る
と
、歯

み
が
き
の
時
間
は
短
い
し
、食
事
の

後
す
ぐ
に
磨
い
て
は
い
ま
せ
ん
。
そ

れ
に
、お
や
つ
を
食
べ
る
時
間
も
決

め
て
い
な
い
の
で
、一
日
に
何
回
も
お

や
つ
を
食
べ
て
し
ま
い
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
は
、食
事
後
す
ぐ
に
歯

を
み
が
い
て
、三
分
間
し
っ
か
り
み

が
き
、フ
ロ
ス
も
使
い
、健
康
な
歯
を

作
り
た
い
で
す
。 

    

　
平
成

 16
年
４
月
１
日
か
ら
平
成

 17
年

３
月

 31
日
ま
で
の
利
用
申
込
み
予
約
を
、

次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。 

■
利
用
申
込
み
予
約
の
受
付 

・
受
付
開
始
日 

　
 12
月
１
日

 （月）
午
前
９
時
よ
り 

・
受
付
時
間 

　
開
所
日
の
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

・
受
付
方
法
　 

　
電
話
の
み
受
け
付
け 

■
利
用
で
き
る
団
体 

　
次
の
い
ず
れ
か
に
街
頭
す
る
お
お
む

ね
５
人
以
上
で
構
成
す
る
団
体
で
す
。 

・
児
童
、
生
徒
、
学
生 

　
（
成
人
の
引
率
責
任
者
が
必
要
で
す
。

　
た
だ
し
、
学
生
は
引
率
責
任
者
に
は

　
な
れ
ま
せ
ん
） 

・
青
少
年
団
体
及
び
サ
ー
ク
ル 

・
青
少
年
指
導
者
、
教
員
、 

　
青
少
年
育
成
者 

・
そ
の
他
企
業
等
設
置
目
的
外
の
団
体 

■
利
用
申
込
予
約
の
留
意
点 

・
宿
舎
泊
は
定
員
２
０
０
名
で
す
。 

・
宿
舎
泊
の
ほ
か
に
、
テ
ン
ト
泊
（
１

　
５
０
人
）、日
帰
り
研
修
が
可
能
で
す
。 

■
必
要
経
費 

・
食
　
費
　
　
　
　
　
１
５
０
０
円 

・
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
代
　
１
８
０
０
円 

■
利
用
申
込
書
に
つ
い
て 

・
予
約
受
付
を
し
た
団
体
に
は
、
後
日

　
利
用
申
込
書
等
関
係
書
類
を
送
付
し

　
ま
す
。 

・
書
類
が
届
き
次
第
、
所
定
の
手
続
き

　
に
よ
っ
て
正
式
に
申
し
込
ん
で
く
だ

　
さ
い
。 

■
そ

の

他 

　
や
む
を
得
ず
い
よ
う
を
取
り
消
す
場

合
は
、
宿
泊
、
日
帰
り
を
問
わ
ず
速
や

か
に
電
話
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。 

■
お
申
込
み
・
お
問
合
せ 

　
新
潟
県
立
青
少
年
研
修
セ
ン
タ
ー 

　
（
�
０
２
５
６
―

 77
―
２
１
１
１
） 

    

　
自
衛
隊
で
は
中
学
３
年
生
及
び
高
校

１
年
生
ま
で
の
男
子
を
対
象
に
自
衛
隊

生
徒
を
募
集
い
た
し
ま
す
。 

■
受
験
資
格 

　
日
本
国
籍
を
有
し
、
平
成

 16
年
４
月

１
日
現
在

 15
歳
以
上

 17
歳
未
満
（
昭
和

 62
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
元
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
）
の
男
子 

■
採
用
人
数 

・
陸
上
自
衛
隊
　
約
２
５
０
名 

・
海
上
自
衛
隊
　
約
　
６
０
名 

・
航
空
自
衛
隊
　
約
　
５
０
名 

■
試

験

日 

　
平
成

 16
年
１
月

 10
日

 （土） 

■
受
付
期
間 

　
平
成

 15
年

 11
月
４
日

 （火）
か
ら 

　
平
成

 16
年
１
月
６
日

 （火）
ま
で 

■
採
用
予
定
日 

　
平
成

 16
年
４
月
上
旬 

 

   

　
県
内
に
は
経
済
産
業
大
臣
指
定
の
伝

統
的
工
芸
品

 11
産
地

 14
品
目
が
あ
り
、

こ
れ
ら
の
伝
統
的
工
芸
品
を
一
堂
に
集

め
て
、
展
示
を
し
ま
す
。
ま
た
、
匠
の

技
を
見
る
こ
と
の
で
き
る
実
演
コ
ー
ナ
ー

や
簡
単
な
作
業
に
挑
戦
で
き
る
体
験
コ
ー

ナ
ー
も
用
意
し
て
い
ま
す
。 

　
来
場
に
よ
る
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

お
箸
作
り
や
織
り
体
験
、藍
染
め
、蒔
絵
、

竹
と
ん
ぼ
作
り
な
ど
に
挑
戦
す
る
こ
と

が
で
き
、子
供
か
ら
大
人
ま
で
幅
広
い
年

代
で
楽
し
め
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
会
場
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
回

答
下
さ
っ
た
方
の
中
か
ら
、
抽
選
で
産

地
か
ら
の
伝
統
的
工
芸
品
プ
レ
ゼ
ン
ト

も
あ
り
ま
す
。
郷
土
の
誇
る
伝
統
的
工

芸
品
の
一
端
に
触
れ
て
も
ら
い
、
伝
統

的
工
芸
品
の
真
の
よ
さ
を
知
っ
て
い
た

だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。 

○
新
潟
県
の
伝
統
的
工
芸
品
 １４
品
目 

塩
沢
紬
、
本
塩
沢
、
小
千
谷
紬
、
小
千

谷
縮
、
十
日
町
絣
、
十
日
町
明
石
ち
ぢ

み
、
新
潟
・
白
根
仏
壇
、
三
条
仏
壇
、

長
岡
仏
壇
、
村
上
木
彫
堆
朱
、
加
茂
桐

箪
笥
、
燕
鎚
起
銅
器
、
越
後
与
板
打
刃

物
、
新
潟
漆
器 

■
期
　
　
日 

　
 11
月

 21
日

 （金）
〜

 23
日

 （日） 

■
開
催
時
間 

　
午
前

 10
時
〜
午
後
６
時 

■
会
　
　
場 

　
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ

 21
ビ
ル
６
階 

　
新
潟
市
民
プ
ラ
ザ 

■
お
問
合
せ 

　
新
潟
県
産
業
労
働
部 

産
業
振
興
課 

　
（
�
０
２
５
―
２
８
０
―
５
２
４
３
） 

    

　
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
新
潟
セ
ン
タ
ー

で
は
若
年
求
職
者
を
対
象
に
キ
ャ
リ
ア

応
援
セ
ミ
ナ
ー
（
中
越
ブ
ロ
ッ
ク
）
を

行
な
い
ま
す 

　
時
代
変
化
に
よ
る
キ
ャ
リ
ア
形
成
の

必
要
性
、
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
進
め
方
を

学
び
職
業
、
職
務
理
解
を
通
し
、
あ
な

た
の
今
・
今
後
に
役
立
つ
能
力
開
発
情

報
の
提
供
や
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
に
関
す

る
講
習
会
で
す
。
多
く
の
方
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

■
日
　
時 

　
 12
月
３
日

 （水）
〜
５
日

 （金） 

　
午
前

 10
時
〜
午
後
３
時

 30
分 

　
平
成

 16
年 

　
１
月

 28
日

 （水）
〜

 30
日

 （金） 

　
午
前

 10
時
〜
午
後

 15
時

 30
分 

■
会
　
　
場 

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
新
潟 

　
（
長
岡
市
住
吉
３
―
１
―
１
） 

■
定
　
　
員 

　
 30
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
り
） 

■
参

加

費
／
無
料 

■
お
申
込
み
・
お
問
合
せ 

　
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
新
潟
セ
ン
タ
ー 

　
（
�
０
２
５
―
２
４
０
―
０
５
３
１
） 

 

   

○
時
間
額
６
４
１
円 

　
（
効
力
発
生
年
月
日
： 

　
　
平
成

 14
年
９
月

 30
日
） 

■
最
低
賃
金
は
、
原
則
と
し
て
常
用
・

臨
時
・
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
雇
用
形
態
に
関
係
な
く
す
べ
て

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。 

■
最
低
賃
金
の
対
象
と
な
る
賃
金
に
は
、

精
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手

当
は
除
外
さ
れ
ま
す
。 

■
お
問
合
せ 

　
長
岡
労
働
基
準
監
督
所 

　
（
�

 33
―
８
７
１
１
） 

 

   

　
　
新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
は
、

み
な
さ
ん
の
生
活
に
身
近
な
商
品
を
ピ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
て
分
析
す
る
、
商
品
テ
ス

ト
室
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
機
能
を
使
っ
て
、
『
日
曜
簡
易

テ
ス
ト
講
座
』
を
始
め
ま
し
た
。 

　
今
回
は
、
ジ
ュ
ー
ス
や
ス
ポ
ー
ツ
飲

料
な
ど
の
糖
分
測
定
を
通
し
て
、
健
康

的
な
食
生
活
に
つ
い
て
　
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。（
※
中
学
生
以
上
の
方
） 

■
開

催

日
　
　
　
　 

　
 11
月

 30
日

 （日） 

■
時
　
　
間
　
　
　
　
　 

　
午
前

 10
時
〜

 11
時

 30
分 

■
会
　
　
場
　
　
　
　
　 

　
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
１
階
　 

　
新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

　
オ
ー
プ
ン
テ
ス
ト
室 

■
テ
ス
ト
メ
ニ
ュ
ー
　 

　
糖
度
計
に
よ
る
食
品
（
ジ
ュ
ー
ス
、

　
清
涼
飲
料
水
、
果
物
な
ど
）
中
の
糖

　
分
を
測
定
し
ま
す
。
ま
た
体
脂
肪
計

　
に
よ
る
体
脂
肪
の
測
定
も
行
い
ま
す 

■
定
　
　
員 

　
先
着

 25
名
　
中
学
生
以
上 

■
費
　
　
用
／
無
料
で
す 

■
お
申
込
み
方
法
　
　
　
　 

　
 11
月

 26
日
ま
で
に
、
新
潟
県
消
費
生

　
活
セ
ン
タ
ー
へ 

　
※
た
だ
し
、
定
員
に
な
り
次
第
、
締

　
め
切
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す 

■
お
申
込
み
・
お
問
合
せ 

　
〒
９
５
０
―
０
９
９
４ 

　
新
潟
市
上
所
２
―
２
―
２ 

　
（
新
潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
１
階
） 

　
（
�
０
２
５
―
２
８
１
―
５
５
１
６
） 

　
（
�
０
２
５
―
２
８
１
―
５
５
１
７
） 

    

　
自
賠
責
保
険
は
、
万
一
の
交
通
事
故

の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を
目
的
と

し
て
、
バ
イ
ク
・
原
動
機
付
自
転
車
を

含
む
全
て
の
自
動
車
に
加
入
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
る
保
険
で
す
。 

　
強
制
保
険
で
あ
る
自
賠
責
保
険
は
、

す
べ
て
の
被
害
者
の
基
本
的
な
対
人
賠

償
を
補
償
す
る
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。 

　
支
払
限
度
額
を
超
え
る
対
人
賠
償
や

運
転
者
自
身
の
怪
我
、
車
両
な
ど
の
対

物
賠
償
は
、
任
意
の
自
動
車
保
険
に
加

入
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

◎
車
検
制
度
の
な
い
バ
イ
ク
・
原
動
機

付
自
転
車
は
、
特
に
期
限
き
れ
、
か
け

忘
れ
に
注
意
が
必
要
で
す
。 

■
お
問
合
せ 

　
県
民
生
活
・
環
境
部
　
県
民
生
活
課

　
交
通
安
全
対
策
室 

　
（
�
０
２
５
―
２
８
０
―
５
１
３
６
） 

   

　
新
潟
県
で
は
交
通
事
故
に
あ
っ
て
お

困
り
の
方
の
た
め
に
交
通
事
故
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
「
損
害
賠
償
額

は
ど
の
く
ら
い
か
」
「
示
談
の
仕
方
は
？
」

な
ど
様
々
な
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。 

相
談
は
無
料
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
堅
く

守
ら
れ
ま
す
。 

■
相
談
時
間 

　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時 

　
（
月
曜
〜
金
曜
） 

■
相
談
場
所 

・
新
潟
交
通
事
故
相
談
所
（
県
庁
１
階
） 

　
　
�
０
２
５
―
２
８
０
―
５
７
５
０ 

・
長
岡
事
故
相
談
所 

　
（
県
長
岡
総
合
庁
舎
１
階
） 

　
　
�
２
５
８
―

 38
―
２
６
６
５ 

・
上
越
交
通
事
故
相
談
所 

　
（
県
上
越
総
合
庁
舎
２
階
） 

　
　
�
０
２
５
―
５
２
６
―
９
６
４
５ 

   

■
日
　
　
時 

　
 11
月

 10
日

 （月） 

　
午
後
１
時

 30
分
〜
３
時 

■
会
　
　
場 

　
寺
泊
町
文
化
セ
ン
タ
ー 

　
「
は
ま
な
す
」
３
階
大
会
議
室 

 

　良寛の里美術館では、木村家及び、村内の良寛
の遺墨を展示した特別展を開催いたします。 

10月31日（金）～12月14日（日） 
※11月21日より展示替を行ないます。 

○良寛様と木村家 
 

 
 
 
 
 

○木村家特別公開 
特別展期間中の、土曜・日曜及び祝日に限り、木村家

邸宅内及び所蔵品を公開いたします（予約不要） 

拝観料500円 

◎新潟県では、生後6～7か月児を対象に実施
的してきた神経芽細胞腫検査を休止し、次の
ように取り扱うことと致しましたのでお知ら
せします。 
 

◎今後は検査セットの配布を行ないません 

　これまで和島村においては３、４ヵ月乳児検査時に保護

者の方に検査セットを配布し、生後６ヶ月を過ぎたら、尿

をしみ込ませたろ紙を検査機関に送付するようにお願いし

てきましたが、検査を休止するため、今後は検査セットの

配布は行ないません。 

 

◎検査の休止の経緯 

　この検査は、乳児の尿を検査することにより、小児がん

の一種である神経芽細胞腫を早期に発見・治療する目的と

して実施されてきました。 

　近年、この検査の有効性について様々な報告がなされて

いましたが、平成１５年に厚生労働省が開催した検討会に

おいて、「検査を受けることによって、神経芽細胞腫で亡

くなる子供の数が減少するかは不明である」「検査を受け

ることによって、治療を行なわなくとも自然に退縮する腫

瘍を手術により摘出してしまったり、治療中に合併症を生

じる等の不利益を受ける場合がある」等の理由により検査

をいったん休止する方向で報告書がまとめられました。 

　今後は、新たな検査方法の研究や神経芽細胞腫の治療法

の研究等、神経芽細胞腫で亡くなる子供を減らすための取

組みが進められることになります。 

 

良寛の里美術館特別展 

木村家と和島の良寛 

神経芽細胞腫検査の休止について 

しんけい が さいぼうしゅけん さ 
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